
第
一
〇
三
回
日
本
学
士
院
受
賞
者
略
歴

ま
つ

う
ら

じ
ゅ
ん

恩

賜

賞

日
本
学
士
院
賞

受
賞
者

松

浦

純

専
攻
学
科
目

ド
イ
ツ
語
ド
イ
ツ
文
学

生

年

月

昭
和
二
四
年

九
月

略

歴

昭
和
四
九
年

三
月

東
京
大
学
教
養
学
部
教
養
学
科
卒
業

同

五
一
年

三
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
科
学
研
究
科
修
士
課
程
修
了

同

五
一
年

四
月

東
京
大
学
文
学
部
助
手

同

五
五
年

四
月

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
講
師

同

五
八
年

四
月

東
京
都
立
大
学
人
文
学
部
助
教
授

同

六
〇
年

四
月

東
京
大
学
文
学
部
助
教
授

平
成

元
年
一
〇
月

ド
イ
ツ
・
テ
ュ
ー
ビ
ン
ゲ
ン
大
学
後
期
中
世
・
宗
教
改
革
研
究
所
客
員
研
究
員
（
平
成
三
年
九
月
ま
で
）

同

六
年
一
二
月

東
京
大
学
文
学
部
教
授

同

七
年

四
月

東
京
大
学
大
学
院
人
文
社
会
系
研
究
科
教
授
（
現
在
に
至
る
）

同

一
三
年

四
月

ド
イ
ツ
・
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
大
学
福
音
主
義
神
学
部
客
員
研
究
員
（
平
成
一
四
年
三
月
ま
で
）
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松
浦

純
氏
は
、
長
年
に
わ
た
り
ル
タ
ー
に
関
す
る
研
究
を
日
独
両
国
で
発

表
し
て
き
た
が
、
そ
の
う
ち
最
初
期
資
料
に
関
す
る
研
究
を
、
こ
の
た
び
テ
ク

ス
ト
校
訂
及
び
詳
細
な
解
説
・
注
解
を
内
容
と
す
る
左
記
の
大
冊
と
し
て
公
刊

し
た
。
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ル
タ
ー
の
テ
ク
ス
ト
に
関
し
て
は
、
生
誕
四
〇
〇
年
に
当
た
る
一
八
八
三

年
、
統
一
間
も
な
い
ド
イ
ツ
の
国
家
的
事
業
と
し
て
刊
行
が
開
始
さ
れ
生
誕
五

〇
〇
年
の
一
九
八
三
年
に
一
応
完
結
し
た
「
ワ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
」
が
、
現
在

使
用
さ
れ
る
唯
一
の
全
集
と
な
っ
て
い
る
。
そ
れ
以
後
の
新
資
料
等
を
収
載
す

る
た
め
発
刊
さ
れ
た
叢
書
が
「
ワ
イ
マ
ー
ル
版
全
集
ア
ル
ヒ
ー
フ
」
で
あ
り
、

全
集
の
続
編
を
成
す
。
本
書
は
そ
の
第
九
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た
。
全
集
お
よ

び
ア
ル
ヒ
ー
フ
の
諸
巻
は
従
来
ド
イ
ツ
は
じ
め
ド
イ
ツ
語
圏
の
研
究
者
を
主
体

と
し
て
編
纂
さ
れ
て
お
り
、
他
地
域
し
か
も
東
洋
の
研
究
者
に
よ
る
校
訂
・
編

纂
自
体
、
画
期
的
な
こ
と
と
言
え
る
。

ル
タ
ー
最
初
期
（
エ
ル
フ
ル
ト
期
）
全
自
筆
資
料
（
行
間
・
欄
外
注
記
）
を

編
纂
し
た
本
書
の
学
術
的
意
義
と
し
て
特
筆
す
べ
き
は
、

第
一
に
、（
ル
タ
ー
が
一
五
〇
五
〜
一
一
年
に
所
属
し
た
）
エ
ル
フ
ル
ト
旧
ア

ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
会
修
道
院
の
蔵
書
残
部
の
組
織
的
探
索
に
よ
っ
て
、
松
浦
氏

が
一
九
八
三
年
に
自
ら
発
見
し
た
新
資
料
（
イ
タ
リ
ア
の
ス
コ
ラ
学
者
ボ
ナ
ヴ

ェ
ン
ト
ゥ
ラ
お
よ
び
イ
ギ
リ
ス
の
ス
コ
ラ
学
者
オ
ッ
カ
ム
の
神
学
書
、
イ
タ
リ

ア
の
人
文
学
者
ジ
ョ
ル
ジ
ョ
・
ヴ
ァ
ッ
ラ
の
百
科
全
書
的
著
作
へ
の
書
き
込

み
）
を
刊
行
し
た
こ
と
で
あ
る
。

第
二
に
、
同
氏
は
、
講
義
草
稿
・
書
簡
な
ど
、
続
く
一
五
一
六
年
ま
で
の
自

筆
資
料
を
も
現
地
調
査
し
、
文
字
の
筆
順
の
交
替
を
確
認
し
て
、
従
来
一
五
一

六
年
頃
あ
る
い
は
時
期
不
詳
と
さ
れ
て
い
た
ア
ン
セ
ル
ム
ス
へ
の
注
記
が
エ
ル

フ
ル
ト
期
に
属
す
る
こ
と
を
確
定
、
ま
た
、
そ
の
交
替
が
既
に
エ
ル
フ
ル
ト
期

に
見
ら
れ
、
し
か
も
イ
ン
ク
の
相
違
と
一
致
す
る
こ
と
を
指
摘
し
、
さ
ら
に
引

用
や
引
照
な
ど
の
分
析
を
も
手
が
か
り
と
し
て
、
エ
ル
フ
ル
ト
期
全
自
筆
資
料

の
時
期
区
分
を
可
能
に
し
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
新
校
訂
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、

初
期
ス
コ
ラ
学
者
ロ
ン
バ
ル
ド
ゥ
ス
に
よ
る
神
学
教
科
書
『
命
題
集
』
第
三
巻

一
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の
信
仰
概
念
を
扱
う
部
分
へ
の
注
記
が
、
当
時
担
当
し
た
命
題
集
講
義
の
開
始

前
後
、
第
二
巻
講
義
中
、
第
三
巻
講
義
準
備
時
、
と
三
次
に
亘
っ
て
お
り
、
の

ち
に
宗
教
改
革
神
学
の
中
心
と
な
る
こ
の
概
念
に
つ
い
て
、
既
に
他
の
箇
所
に

例
を
見
な
い
強
い
関
心
が
看
取
さ
れ
る
こ
と
な
ど
が
、
明
ら
か
に
さ
れ
た
。

第
三
に
、
全
集
所
収
の
旧
校
訂
版
（
一
八
九
三
）
が
原
則
的
に
ル
タ
ー
の
注

記
の
み
を
収
録
し
、
対
象
箇
所
に
関
し
て
は
一
九
世
紀
の
教
父
全
集
に
基
づ
く

簡
単
な
指
示
に
限
っ
て
い
た
の
に
対
し
、
本
書
は
、
対
象
テ
ク
ス
ト
と
の
関
連

は
注
記
テ
ク
ス
ト
の
構
成
要
素
で
あ
る
、
と
の
基
本
的
立
場
に
基
づ
き
、
注
記

の
対
象
で
あ
る
本
文
の
範
囲
を
逐
一
厳
密
に
推
定
し
、
そ
の
正
確
な
翻
刻
を
収

録
し
た
。
ま
た
、
旧
校
訂
版
で
は
顧
慮
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
下
線
、
傍
線
な
ど

も
、
そ
れ
が
ル
タ
ー
に
よ
る
も
の
で
あ
る
か
否
か
の
慎
重
な
分
析
を
経
て
、
文

脈
と
と
も
に
収
録
し
、
ル
タ
ー
の
読
み
手
と
し
て
の
関
心
を
示
す
、
こ
れ
ま
で

知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
豊
富
な
記
録
を
刊
行
し
た
。

第
四
に
、
書
き
込
み
の
相
当
部
分
を
占
め
る
、
ア
ウ
グ
ス
テ
ィ
ヌ
ス
な
ど
教

父
の
諸
著
作
や
中
世
神
学
書
な
ど
の
引
用
、
参
照
指
示
、
印
刷
本
文
に
あ
る
引

用
指
示
の
厳
密
化
（
多
く
は
章
の
指
示
の
付
加
）
な
ど
に
関
し
、
本
書
は
、
注

解
に
際
し
て
、
現
行
の
校
訂
版
の
み
な
ら
ず
原
則
的
に
活
版
印
刷
開
始
以
来
一

五
一
一
年
ま
で
の
全
刊
本
な
ら
び
に
当
時
の
エ
ル
フ
ル
ト
大
学
図
書
館
蔵
写
本

残
部
を
照
合
し
、
ル
タ
ー
の
注
記
と
の
一
致
と
相
違
を
記
す
。
参
照
し
た
刊
本

は
約
七
〇
〇
に
上
り
、
参
看
の
た
め
訪
れ
た
図
書
館
等
も
、
欧
州
七
ヵ
国
、
四

〇
ほ
ど
の
機
関
に
及
ぶ
。
緒
論
で
総
合
的
分
析
が
提
示
さ
れ
る
こ
の
厖
大
な
作

業
に
よ
っ
て
、
引
用
や
参
照
指
示
等
の
実
際
の
典
拠
、
ひ
い
て
は
当
時
の
若
き

修
道
士
・
新
任
神
学
講
師
ル
タ
ー
の
読
書
・
知
識
の
範
囲
が
初
め
て
具
体
的
に

解
明
さ
れ
た
。

こ
れ
と
関
連
し
て
第
五
に
、
本
書
は
オ
ッ
カ
ム
を
は
じ
め
と
す
る
テ
ク
ス
ト

の
印
刷
本
文
に
対
し
て
ル
タ
ー
が
行
な
っ
た
本
文
訂
正
を
同
様
の
手
続
き
で
分

析
し
た
（
特
に
オ
ッ
カ
ム
へ
の
一
二
〇
ほ
ど
に
及
ぶ
大
量
の
本
文
訂
正
に
関
し

て
は
、
刊
本
の
み
な
ら
ず
当
該
著
作
の
現
存
全
写
本
を
も
照
合
し
て
い
る
）。

従
来
聖
書
以
外
の
テ
ク
ス
ト
に
関
し
て
の
ル
タ
ー
の
本
文
批
判
に
つ
い
て
は
ほ

と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
発
見
と
詳
細
な
分
析
は
、
テ
ク
ス
ト
に
対
す

る
ル
タ
ー
の
当
初
か
ら
の
厳
密
な
学
問
的
姿
勢
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、

同
時
代
の
人
文
主
義
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
新
た
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
可
能
と
し

た
。最

後
に
、『
命
題
集
』
へ
の
注
記
に
は
、
ル
タ
ー
が
参
照
し
た
こ
と
が
確
認
さ

れ
る
ボ
ナ
ヴ
ェ
ン
ト
ゥ
ラ
、
ド
ゥ
ン
ス
・
ス
コ
ト
ゥ
ス
、
オ
ッ
カ
ム
、
ピ
エ
ー

ル
・
ダ
イ
イ
、
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ビ
ー
ル
に
よ
る
注
解
の
該
当
部
分
も
適
宜
、
註

と
し
て
収
録
し
、
ル
タ
ー
の
注
記
の
歴
史
的
文
脈
が
示
さ
れ
た
。
ま
た
、
書
き

込
み
が
遺
さ
れ
た
諸
巻
が
辿
っ
た
道
程
、
す
な
わ
ち
主
に
修
道
院
の
宗
教
改
革

以
後
の
起
伏
に
富
む
歴
史
も
、
研
究
文
献
渉
猟
の
上
、
ド
イ
ツ
数
都
市
の
文
書

史
料
館
で
の
調
査
に
よ
り
原
資
料
に
基
づ
い
て
再
構
成
さ
れ
て
い
る
。

一
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最
初
期
自
筆
資
料
と
そ
の
背
景
の
発
掘
と
解
明
を
飛
躍
的
に
進
展
さ
せ
、
ル

タ
ー
研
究
と
り
わ
け
思
想
生
成
研
究
の
基
礎
を
築
き
直
し
た
本
書
は
、
他
者
の

著
作
へ
の
注
記
、
引
用
、
参
照
指
示
、
本
文
訂
正
等
の
書
き
込
み
と
い
う
特
殊

な
テ
ク
ス
ト
が
秘
め
る
内
実
を
最
大
限
引
き
出
す
べ
く
実
践
さ
れ
た
「
徹
底
し

て
歴
史
に
即
し
た
文
献
学
」（
序
文
）
の
成
果
で
あ
り
、
わ
が
国
の
み
な
ら
ず

欧
米
（
ド
イ
ツ
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
）
の
専
門
誌
の
書
評
（
計

五
ヵ
国
九
篇
）
で
も
例
外
な
く
最
上
級
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。
本
書
は
日
本

学
士
院
賞
授
賞
に
値
す
る
も
の
で
あ
る
。
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